
※1

※2

※3

〈市税の内訳〉

〈自主財源：その他の内訳〉

〈依存財源：その他の内訳〉
地方譲与税・・・・・・・・・・・

利子割交付金・・・・・・・・・・・・・

配当割交付金・・・・・・・・・・・・

株式等譲渡所得割交付金・・・・

法人事業税交付金・・・・・・・・・・

地方消費税交付金・・・・・・

ゴルフ場利用税交付金・・・・・・・

環境性能割交付金・・・・・・・・・・

国有提供施設等所在
・・・・・・・・・市町村助成交付金

地方特例交付金・・・・・・・・・・・

交通安全対策特別交付金・・・・・

　歳入の根幹となる市税は、前年度（67億6,754万3千円）から0.2％減となり、地方交付税は、前年度

(34億5,500万円)から4.8％の増となります。

一般会計・歳入

　一般会計予算額は、203億1,700万円で、前年度の予算額220億8,700万円

より、8.0％の減となりました。特別会計予算額は、110億5,049万9千円で、

前年度の予算額107億1,967万9千円より、3.1％の増、公営企業会計予算額

は、30億6,302万9千円で、前年度の予算額32億839万1千円より、4.5％の

減となりました。

用語の解説

歳入
203億1,700万円

市税 ※1
67億5,629万円
（33.3%）

依存財源
116億6,868万円
（57.4%）

自主財源
86億4,832万円
（42.6%）

その他 ※3
15億770万円
（7.4%）市債

11億9,710万円
（5.9%）

地方交付税
36億2,000万円
（17.8%）

国庫支出金
34億2,590万円
（16.9%）

県支出金
19億1,798万円
（9.4%）

使用料・手数料
4億78万円（2.0%）

◆市税　皆さんから市に納めていただいた税金
　　　　（市民税・固定資産税など）
◆使用料・手数料　あすてらすや運動公園などの

使用料や住民票発行などの手数料
◆地方交付税　国が徴収する税金の中から市の財

政状況に応じて交付されるお金
◆市債　事業を行うために市が借り入れるお金
◆自主財源　市税や施設の使用料など市が独自で

調達するお金
◆依存財源　国・県などの意志により交付される

お金
◆特別会計　特定の収入を特定の支出にあて、一

般会計と経理を別にして運営する会計
◆公営企業会計　民間企業と同様の会計基準に基

づき、発生主義、複式簿記を採用して運営する
会計

令和２年度の予算

その他 ※2
14億9,125万円
（7.3%）

分担金・負担金・・・・・・・・

財産収入・・・・・・・・・・・・・・・

寄附金・・・・・・・・・・・・・・

繰入金・・・・・・・・・・・・・・

諸収入・・・・・・・・・・・・・・

市民税・・・・・・・・・・・・・

　個人・・・・・・・・・・・・・

　法人・・・・・・・・・・・・・・

固定資産税・・・・・・・・・・

軽自動車税・・・・・・・・・・・

市たばこ税・・・・・・・・・・・

33億8,872万円

29億9,015万円

3億9,857万円

27億7,474万円

 1億5,469万円

 4億3,814万円

 1億9,292万円

7,666万円

5億5,080万円

4億8,114万円

1億8,973万円

2億1,870万円

400万円

2,500万円

2,500万円

700万円

10億6,700万円

1,900万円

6,100万円

800万円

6,300万円

1,000万円
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●性質別歳出
　義務的経費（支出が義務付けられ任意に削減
できない経費、「人件費」・「扶助費」・「公債
費」の合計）が、54.3％と全体の約半分を占め
ています。

●目的別歳出
　社会福祉や高齢者、児童福祉などに使われ
る「民生費」が42.9%と最も高い割合を占めて
います。

◆人件費　　職員や特別職の給与、議員や各種委員会委
　　　　　　員の報酬に使うお金
◆扶助費　　生活保護費、児童手当、医療費などに使う
　　　　　　お金
◆物件費　　委託料、光熱水費、備品購入費などに使う
　　　　　　お金
◆繰出金　　各特別会計に対する一般会計からの支出に
　　　　　　使うお金
◆普通建設　道路・橋梁などの整備や公共施設の新設増
　事業費　　改築などに使うお金
◆補助費等　団体への補助金や負担金に使うお金

◆民生費　　福祉全般の事務・事業に使うお金
◆教育費　　小・中学校の運営費用、図書館など教育全

　　　　　般の事務・事業に使うお金
◆公債費　　借り入れたお金を返済するためのお金
◆衛生費　　感染症予防、成人保健、母子保健や環境保

　　　　　全、ごみ処理などに使うお金
◆総務費　　課税徴収、選挙など市の総括的な事務に使

　　　　　うお金
◆土木費　　都市基盤整備や道路、公園、河川などの維

　　　　　持管理・改良などに使うお金

◇一般会計
◇特別会計

（内訳）
・国民健康保険事業特別会計

・後期高齢者医療特別会計

・介護保険事業特別会計
　　介護保険事業勘定
　　介護サービス事業勘定
・住宅新築資金等貸付事業特別会計

・工業団地整備事業特別会計

◇公営企業会計
（内訳）
・下水道事業会計
　　収益的支出
　　資本的支出
◆予算総額

〜性質別歳出〜 〜目的別歳出〜

人口と予算の推移当初予算規模

一般会計・歳出

性質別歳出
203億1,700万円

人件費
37億3,862万円
（18.4%）

補助費等
22億9,167万円
（11.3%）

公債費
18億2,379万円
（9.0%）

物件費
29億7,030万円
（14.6%）

普通建設事業費
13億264万円
（6.4%）

扶助費
54億7,410万円
（26.9%）

その他
6億9,411万円
（3.4%）

178億円

186億円

199億円

198億円

196億円

129億円

132億円

142億円

147億円

126億円

34億円

205億円

110億円

32億円

目的別歳出
203億1,700万円

民生費
87億2,217万円
（42.9%）

その他
4億736万円
（2.0%）

農林水産業費4億5,844万円（2.3%）

総務費
25億7,138万円
（12.6%）

教育費
20億4,516万円
（10.1%）

公債費
18億2,379万円
（9.0%）

※（　　）内は前年度比増減率

59,303人 59,429人 59,257人 59,151人 59,368人59,257人

消防費
6億4,599万円
（3.2%）

繰出金
20億2,177万円
（10.0%）

衛生費
19億3,774万円
（9.5%）

公営企業会計 特別会計 人口一般会計

土木費
17億497万円
（8.4%）

※一般会計当初予算が骨格予算の場合は、
６月補正後（肉付け後）予算を使用

　（人口：各年度４月１日現在）

203億1,700万円（8.0％減）
110億5,049万9千円（3.1％増）

57億754万7千円（3.6％増）

10億217万1千円（1.1％増）
 

42億8,170万1千円（4.1％増）
180万4千円（96.1％減）

1,082万1千円（0.8％増）

4,645万5千円（±0.0％）
30億6,302万9千円（4.5％減）

17億1,602万2千円（2.5％減）
13億4,700万7千円（7.1％減）

　344億3,052万8千円（4.4％減）

59,527人

221億円

107億円

32億円

59,578人

203億円

111億円

31億円
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前年度比

食費（人件費）

医療費・養育費（扶助費）

ローン返済（公債費）

家の増改築など（投資的経費）

家や車の補修（維持補修費）

子どもへの仕送り（繰出金）

保険料など
（補助費等のうち一部事務組合負担金）

光熱水費・通信費・雑費など
（物件費）

区費やサークル・会合への

会費など（補助費等）

貯金（積立金）

合計

その他支出
（投資及び出資金、予備費）

 93万円 （＋６万円）

 137万円 （＋11万円）

 46万円 （▲１万円）

 33万円 （▲63万円）

 3万円 （±０）

 64万円 （＋１万円）

 29万円 （±０）

 74万円 （▲２万円）

 18万円 （▲１万円）

 10万円 （＋５万円）

 １万円 （±０）

 508万円 （▲44万円）

支　出前年度比

給料（市税）

給料（諸手当）
地方交付税や地方譲与税など
各種交付金

雑収入
（財産収入・諸収入・寄附金）

 169万円 （±０）

 128万円 （＋５万円）

実家からの援助（国・県補助金）

パート・家賃収入
（分担金・負担金・手数料・使用料）

 133万円 （▲12万円）

貯金の取崩（繰入金）  12万円 （▲12万円）

銀行からの借入（市債）

合計

 30万円 （▲33万円）

※貯金残高 66万円  （＋16万円）

※ローン残高  460万円 （▲17万円）

 15万円 （▲１万円）

 21万円 （＋10万円）

 508万円 （▲44万円）

収　入

給料や実家からの援助だけでは収入が不足するため、

貯金の取崩や銀行からの借入を行っています。

消防・防災・国土の保全
★河川維持補修事業 2,314万4千円

河川増水時における被害防止のため、鎗巻川と
石原川の護岸整備を行います。

都市機能・都市基盤づくり

●印の事業はふるさと納税による寄附金を活用した事業です。

健康づくり
●がん検診事業 4,734万7千円

がん死亡率を減らすため、健康増進法に基づく
検診を実施します。令和２年度から、50歳以上
の市民を対象に２年に１回胃内視鏡検査を行い、
胃がんの早期発見、早期治療につなげます。

健康と福祉づくり

行財政運営
★ふるさと納税推進事業 5億5,877万5千円

魅力的な特産品などの発掘を行い、寄附金のさ
らなる拡大に努めます。寄附金の使途拡充を行
い、市民ニーズの高い事業へ活用し、地域の活
性化を推進します。

地域自治体制づくり

学校教育
★三国小学校・のぞみが丘小学校
　学校給食調理業務 4,649万1千円

三国小学校とのぞみが丘小学校で、新たに民間
委託による自校式給食の提供を開始します。

教育と地域文化づくり

活力ある産業づくり
商工
★中心市街地活性化基本計画策定業務
 430万円

小郡駅周辺の活性化を目的とした、中心市街地
活性化基本計画の策定を行うために、中心市街
地の現状把握などを行います。

居住環境づくり
住環境
★都市計画マスタープラン策定業務
 490万円

小郡市がめざす街の将来像を実現するための具
体的施策の方針を定めた計画を策定します。

主な事業について

　令和２年度一般会計予算を家計簿に置き換えました。市の予算額は規模が大きいので、より分か

りやすくするために、規模を4,000分の1に縮小しています。

令和２年度一般会計予算を家計簿に例えてみると
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節減金額の内訳

　令和２年度当初予算の編成では、小郡市緊急財政対策計画、令和２年度予算編成に係る削減プラ

ンをもとに、投資的経費の削減、事務事業・経常経費の見直し、総人件費の圧縮を行い、一般財源

額※で、当初の削減目標を上回る、４億7,422万円を節減しました。今後も市の財政状況を見極め、

費用対効果や緊急性を判断し、持続可能な財政構造の再構築をめざします。

※一般財源とは、自治体が独自の裁量で使い道を決定できる財源です

「令和２年度削減プラン」をもとに予算を編成しました

▲２億6,428万円投資的経費の削減（54事業）

▲１億2,570万円事務事業、経常経費の見直し

令和２年度当初予算節減金額項　目

▲４億7,422万円合　計

▲8,424万円総人件費の圧縮

●問合せ先　（予算について）財政課財政係　
　　　　　　（削減プランについて）経営戦略課緊急財政対策担当　☎72-2111

基金残高の推移（一般会計）市債残高の推移（一般会計）

一般会計予算の推移（内訳）

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：百万円） （単位：百万円）

19,582
20,464

22,087
20,317 19,834 19,582

20,464
22,087

20,317

■ その他（依存財源）
■ 市債
■ 県支出金
■ 国庫支出金
■ 地方交付税
■ その他（自主財源）
■ 使用料・手数料
■ 市税

H28 H29 H30 R1 R2
1,379
1,711
1,507
3,121
3,697
1,448
390
6,581

1,327
1,382           
1,624
2,955
3,660
1,560
395
6,679

1,398
2,012
1,631
3,253
3,403
1,747
377
6,643

1,482
2,531
2,154
3,653
3,455
1,629
415
6,768

1,508
1,197
1,918
3,426
3,620
1,491
401
6,756

■ その他
■ 普通建設事業費
■ 繰出金
■ 補助費等
■ 物件費
■ 公債費
■ 扶助費
■ 人件費

H28 H29 H30 R1 R2
189
2,461
2,570
1,953
2,908
2,146
4,343
3,264

348
1,765
1,887
2,477
2,962
2,102
4,741
3,300

403
2,719
1,926
2,419
3,025
1,808
4,851
3,313

497
3,853
1,942
2,362
3,041
1,862
5,045
3,485

694
1,302
2,022
2,292
2,970
1,824
5,474
3,739

〔歳入〕 〔歳出〕

19,834

31
27 26

185 183 183 184
177 178

189
184

34

47
44 44

41

※市債とは、市の「借金」にあたるものです ※基金とは、市の「貯金」にあたるものです

緊急財政対策計画策定時

（令和２年５月）節減目標
▲２億5,000万円

削減プラン策定時

（令和２年９月）節減目標
▲３億1,500万円

令和２年度当初予算

節減金額
▲４億7,422万円

節減目標および節減金額
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